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歴史研究から災害を考える

宮城学院女子大学

学長 平 川 新

日本工学アカデミー

2018年4月13日

防災科学研究拠点の結成

■２００７年初頭、防災科学研究の全学的結集を呼
びかけ

工学研究科 今村文彦教授（津波工学）

東北アジア研究センター 平川新教授(歴史学）

■2007年3月 総長裁量経費

「地域社会を災害から守るための防災科学

研究拠点の形成と地域連携事業の構築」

氏 名 所 属 専 門

1 長谷川 昭 理学研究科 地震学
2 海野徳仁 理学研究科 地震学
3 大槻憲四郎 理学研究科 地圏進化学
4 真野 明 工学研究科 防災ポテンシャル研究
5 源栄正人 工学研究科 地震地域災害研究
6 今村文彦 工学研究科 津波工学研究
7 京谷孝史 工学研究科 地盤工学、岩盤力学
8 仁平義明 文学研究科 心理学
9 吉原直樹 文学研究科 社会学

10 生田長人 法学研究科 行政法政策
11 増田 聡 経済学研究科 地域経済開発
12 吉田 浩 経済学研究科 福祉経済設計学
13 篠澤洋太郎 医学研究科 救急医学
14 上原鳴夫 医学研究科 国際保健学
15 邑本俊亮 情報科学研究科 認知心理学
16 川島隆太 加齢医学研究所 脳科学
17 奥村 誠 東北アジア研究センター 交通計画学

18 佐藤源之 東北アジア研究センター 電波応用工学

19 平川 新 東北アジア研究センター 日本近世史
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防災科学研究拠点の理念

１．宮城県沖地震に備えて、東北大学の防災研究者が結

集する場をつくること

・防災研究者の連携、学外発信力の強化

２．防災に関する共同研究の活発化

・専門の枠をこえた研究課題の発見

・防災研究の間口の拡大

３．文理連携型の防災研究の推進

・「人間」と「社会」に目を向けた災害研究の促進

2008年4月、文科省概算要求（2009年度分）

■プロジェクト名

「地域の人間と社会を災害から守るための実践

的防災学の推進」
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2008年6月14日 岩手・宮城内陸地震発生

水没した湯ノ倉温泉

崩落した荒砥沢ダム

土石流に埋まった駒ノ湯温泉

概算要求の経緯

＊2008年9月

概算要求 文科省から財務省へ

＊2008年9月

リーマンショックによる世界金融危機

政府、緊急経済対策に集中

2009年度の政府予算案に盛り込まれず

＊2009年の概算要求で仕切り直し

＊2010年度の文科省特別経費として採択

２０１２年度概算要求
災害科学国際研究所（仮称）の整備

東北大学

災害科学国際研究所（仮称）

International Research Institute for Disaster Science

2011年6月24日

2011年文科省概算要求資料

情報管理・
社会連携部門

災害科学国際研究所（仮称）の概要

６部門３６分野の設置構想を提示

災害医学
研究部門

災害理学
研究部門

東北地方太平洋沖地震・津波災害
の実態に基づく減災技術の再構築

災害発生後の被災地支援学の創成

都市の耐災害性能向上と多重フェ
イルセーフ化

広域巨大災害対応型災害医学・医
療の確立

地域・都市再生と語り継ぎのための
アーカイブスの構築

☆主な研究課題

地域・都市再
生研究部門

人間・社会対
応研究部門

災害リスク
研究部門

超巨大地震・津波発生メカニズム
の解明と次世代早期津波検知技術
の開発

研究所教員の確保 2012年4月段階

＊定員振替（学内異動）

工学研究科、理学研究科、情報科学研究科、

医学系研究科、東北アジア研究センター

＊兼務教員

法学研究科、経済学研究科、工学研究科、理学研究

科、情報科学研究科、加齢医学研究所、東北アジア

研究センター

＊文科省純増教員、全学枠教員
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2012年4月1日
災害科学国際研究所の開設

歴史から読み取る災害

2016年4月14日・16日
熊本地震

15

2016年4月14日・16日の熊本・大分地震

中央構造線

糸魚川・静岡構造線

2016.4.16 M7.1
阿蘇地震、大分地震

震源が徐々に東へ中央構造線沿
いに動くという予測も。
なぜ、そういう予測ができるのか？

16

400年前 古文書から分かる地震の時代

1625熊本地震M7.0

1596伊予地震M7.0

1596豊後地震・津波
M6.0~7.0

1596伏見地震M7.0

1605東海地震・津波M7.9

1611奥州地震・津波M8.4

1605会津地震M6.9

1616仙台地震M7.0

1625 （寛永２年）熊本地震

熊本城天守閣・石垣被害、火薬庫爆発

「城中に五十人程死し、塩硝蔵～火出て跡もなくふきちらし」
（『欽古雑話』）

仙台城の石垣・櫓破損
中央構造線

17
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近世（江戸時代）にほぼ全国化

文書行政の展開
識字率は世界一

古代は奈良・京都が中心
中世は鎌倉・京都が中心

歴史地震の件数

史料の偏在を反映

『日本地震史料』等よる

古代 中世

近世

日本には世界に例がないほど古文書がたくさん残っている

＜名主・庄屋等の村役人文書＞

御用留（藩からの御触等の記録）

宗門人別帳（戸籍史料）

検地帳（土地台帳）

年貢割付状、年貢皆済状

日記 ほか多数

各地に残る膨大な古文書をもとに歴史研究

古文書が保存されている土蔵の数々

発見された古文書

行政文書

村の行政/地域の政治
村役人/村人たちが執行し記録

江戸時代の古文書は全国に数億点

近代化以前に、社会の末端まで、
文書文化が行きわたっていた高度な文明社会

商業・取引文書

生産・流通・消費に関
する様々な記録読み書き・算盤

村役人の行政能力の高さ、人々の識字率の高さ

江戸時代の識字率は世界一だった

＊現在の日本人の識字率は99.8％

＊幕末(1800年代半ば）

江戸市中の識字率：70～80％

全国：男性40～50％、女性約20％

全国には8万程度の寺小屋、手習い塾が存在

＊同時期のロンドンの識字率20～25％

＊ロシアは1920年代でも20％程度

村・町の行政文書、政策
提案文書の大量存在

村落自治の強さ

「庶民に政治的自由なし」
という歴史解釈の誤り

平川新『紛争と世論－近世民衆の政治参加』
東京大学出版会、1996年

古文書から読み取る災害史
災害記録を収録した史料集・データべース

• 東京大学地震研究所編「新収日本地震史料」全21冊

• 「古代・中世」日本地震噴火史料データベース（静岡大学）

• 「東京大学地震研究所図書室特別資料データベース」

• その他、諸種の史料集や文献

これらの史料・データを活用して
全国各県で、地震・津波の頻度を確認可
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発 生 年 前の地震からの
年数

地震の規模
（マグニチュード）

1793年（寛政5） M8.2前後

1835年（天保6） 42.4年 M7.0前後

1861年（文久1） 26.3年 M7.3

1897年（明治30） 35.3年 M7.4 

1933年（昭和8） 36.3年 M7.1 

1936年（昭和11） 6.4年 M7.4 

1937年（昭和12） 0.7年 M7.1 

1978年（昭和53） 41.6年 M7.4 

2005年（平成17） 24.2年 M7.2

2011年（平成23） 5.6年 M9.0 

平 均 平均約２４年間隔

宮
城
県
沖
地
震
の
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期

河
北
新
報

二
〇
一
四
年
二
月
二
八
日

事 項 回 数 頻度

死者のあった津波 ８ ５７年

被害のあった津波
（建造物、水産施設、田畑等）

２１ ２０年

津波高１ｍ以上の津波 ２５ １６年

津波高40ｃｍ以上の津波 ３５ １２年

1611年以降の津波頻度

時 期 間隔 マグニチュード 津波死者

弥生時代
（約2000年前）

2011津波と同規模か

869年
（貞観11）

約1100年 M8.3～8.6    多賀城で
1,000人余

1611年
（慶長16）

742年 M8.4～8.7 1,800人余

2011年
（平成23）

400年 M9.0 約20,000
人

400～1100年間隔で巨大な地震と津波が発生

東北地方太平洋側
マグニチュード８～９レベルの地震と津波

28

史料から読み取った災害記録をもとに、

地震や津波の規模と周期を分析

周期性と規模の予測が防災対策の基本

歴史資料なくして周期性の把握は困難

歴史学が発する実学としての役割

歴史学は災害科学分野で
文系と理系をつなぐ役割

政宗時代の大津波
1611年慶長奥州津波を復元する

東北大学災害科学国際研究所
歴史資料保存研究分野／津波工学研究分野
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1611年 慶長16年奥州地震津波に関する歴史記録

●

北海道東部「東部海嘯・民夷多く死す」

青森県沿岸「南部・津軽の海辺の人屋溺失
して人馬三千余死す」

江戸での震動 「辰刻大地震…至夜地動」

山田町「大地震三度仕、其次ニ大波出来」

大槌町「朝より度々地震、浪押上候前、沖
の方どんどんとなり」

●

●
●
●

●
●
●

●

● 相馬市「海辺大波にて相馬領の者七百人溺死」

岩沼沿岸：千貫松まで津波到来
「千貫松伝承」

東北大災害研：蝦名裕一作成
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文理連携による 1611年慶長奥州津波の再検証
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東北大災害研：今井健太郎ほか2015

マグニチュード 8.4～8.7

仙台城の本丸
これは当初の姿ではなかった

仙台市文化財課パンフレットより

仙台城の本丸石垣 高さ 約19ｍ

１９９８年から本丸修復工事

仙台市文化財課パンフレットより
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解体工事の最中に

石垣の内側から
古い２種類の石垣を発見

＜１期石垣＞

*１６０２年（慶長７）石垣完成

*１６１６年（元和２）地震により崩壊

＜２期石垣＞地震後に再建

*１６６８年（寛文８）の地震により崩壊

＜３期石垣＞
*１６８３年（天和３） 完成 →現在の石垣

3期石垣

2期石垣

1期石垣

築城時の一期石垣

１期石垣（16０１年）

・野面積み

・石を横積み

野面積み

・隙間が多く登りやすい

・高く積めない

１期石垣

２期石垣

２期石垣（1616年以降）

・野面積み

・石を縦積み（横積みより強度増大）

３期石垣（1683年完成）

・切石整層積み

・高石垣が可能

・勾配をつけやすい

２期石垣３期石垣

仙台城本丸の石垣（３期）

高さ 約19ｍ

勾配の効果

・武者返し（登りにくい）

・石をずらして曲線状にし、地震の力を分散
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３期石垣の裏側

1601年築城時の石垣

1683年改修時の石垣

木っ端石の充填
地震の時に揺れを吸収(クッションの役割)

「
四
角
錐
形
」の
石
の
形

石と石の間に充填

尻
を
三
角
に
削
る

堤防建設と過信

岩手県釜石市唐丹町本郷
3.11津波前と直後

１９７７年 ２０１１年５月

釜石市唐丹町本郷地区の住宅変遷

1948年 1977年 2010年

1980年 堤防高
11.8 ｍ

1969年 堤防高
５ｍ

村尾修2012
日本建築学会論文集

岩沼宿

阿武隈川

岩
沼

地
形
分
類
図

（国
交
省
）

宿場や街道、屋敷は微高地に造られている

先人は地形を読み、立地を選んで町づくり
災害に対処する先人の知恵 48

堤防が無い時代の
街道・宿場・集落の配置
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明治以前と以後との違いは、

人間の力、すなわち科学技術が自然を封じ込め
ることができる、と考えるようになったこと

堤防を高くして、それで人々の命や財産を守る
ことができると考えるようになった

その過信が 3.11 の悲劇を生んだ

災害に強い社会をつくるために、私たちはどう
すればよいのか


